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野菜カードを各グループに配布し、野菜の仲間分けを行った。児童は、「好きな野菜と苦

手な野菜」「丸みのある野菜とそうではない野菜」「白色と緑色とそれ以外の野菜」など、さま

ざまな視点から野菜の仲間分けをした。その中で、食用部位に注目していた班を取り上げ

た。それぞれの野菜がどの部位に当たるのかを問いかけると、にんじんやじゃがいもなど、普段

食べている野菜でもどの部分なのか分からないものがたくさんあることに気付き、野菜への関

心が高まっていった。 

 

  

 

 

 

次に 350ｇの野菜を実際に手にしたり、野菜を計量したりする活動を行った。児童は、野

菜を食べることが大切なのはわかるが、毎日 350ｇの野菜を食べることができていない・でき

そうにないということ（ギャップ）に気付いた。「毎日 350ｇの野菜を野菜をおいしく食べるに

はどうしたらいいのだろう」と問いかけたことで、児童は調理に目を向けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調理をすることで、350ｇでも野菜を食

べることができそうだと気付いた児童は、調

理について学び、より多く・よりおいしく野菜

を食べることができるようになりたいと主体

が立ち上がった。 

みつめる 
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知っている調理法を問いかけ、どの調理から学んでいくとよいかを話し合った。 

まずは、「切る」「ゆでる」「いためる」「味付

け」について学習するとよさそうだという見通し

をもち、その中でも今回は「切る」「ゆでる」

「味付け」を取り上げることを確認した。ゆで

る調理について、どんなことができるようになり

たいかを問いかけたところ、「ゆで方が分かる

ようになりたい」「おいしくゆでたい」という意見

が多く出され、題材を貫く問いを「どうすれば野菜をおいしくゆでられるのか」と設定した。 

6月の宿泊体験学習のカレー作りの話題を提示し、同じ材料・同じ調理器具・同じ場所

で作ったにもかかわらず、味や食感が大きく変わったことを想起させた。そこで調理のポイントに

何があるのかを問いかけたところ、加熱時間や調理の仕方などの言葉が出てきた。 

これらのポイントを意識させながら、試し活動として調理計画をペアで考えた。 

調理計画を立てた後に、

分からなかったことや疑問、

学びたいと思った知識及び技

能について共有した。 

調理計画を立てたことで、

分からないこと・もっと知りたい

ことがあることに気付き、一人一人が「〇〇ができるようになりたい」「〇〇について知りたい」と

いう主体が立ち上がった。その思いを基に、一人一人が学習課題を設定した。 

みつめる ―題材を貫く問い、学習課題の設定― 
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ペアで、２種類の野菜のゆで方について実験調理を通して調べ、まとめる活動を行った。

ただゆでるだけではなく、それぞれの野菜のゆで方の共通点や差異点を意識し、知識を概念

化することができるように、「それぞれのペアでゆでる野菜はどの野菜とゆで方が同じになるんだ

ろう」と伝えた。 

ゆでる調理をしたことで変化をしそうなものについて問いかけたことで、「色」や「食感」などの

視点を意識しながら調べ活動をすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実験調理後に、それぞれの野菜のゆで方を全体で共有したところ、「土の中で育つ野菜は

水から、土の上で育つ野菜はお湯からゆでる」ことに気付いた。「みつめる」段階で行った野菜

の食用部位別の仲間分けと、ゆで方の知識とがつながった。 

 また、「15分以内」という時間設定に対し、一種類の野菜をゆでるだけでも 20分近くかか

る児童が多かったため、「どうしたら効率的に調理できるだろう？」「役割分担をして 15分で

調理できるようにしたい」と、新たな主体が立ち上がった。 

 

さ ぐ る 

本時は児童の「作戦会議をしたい！」という発言を基に、対話を通して課題の解決

に取り組みます。どうぞよろしくお願いいたします。 

人参 大根 

ほうれん草 キャベツ ブロッコリー 


